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電 気 透 析 法 を組 み 合 わ せ た固 定 化 酵 素 シ ス テ ム に よ る 6 − APA の 生 産

　 （阪 大 ・工 ・応 鑑 ）　O 恨 徠 智 子 ・柴 陽 一郎 ・堪 谷 捨 明 ・菅 健
一

　　 （東 洋 醸 造 ）　 　 石 村 文宏

　 1 ． 鬮 的 　 6ザ ミノペ ニシラン酸 （6鱗 PA ＞は、 ペ ニシリンG（PcG ）や ペ ニシワンV （PeV ）か ら 主 に 固 定 化

Penicillin 　 acy ｝ase を 用 い た 脱 アシ1レ化 反 応 に よ り 工 業 的 に 生 産 さ れ て い る。 こ の 醇 素 反 応 は

生 産 物 で あ る 6−APA、 及 び フェ 議 酢 酸 （PAA ＞に よ っ て 阻 害 さ れ る e こ の う ち PAAに ょ る 阻 害 が 特

に 大 き い e 本 研 究 で は、 酵 索 反 応 プ ロセスに 竃 気 透 析 法 を 組 み 含 わ せ 生 産 物 の み を連 続 的 に 除

去 す る こ と に よ っ て 、 6−APA の 生 産 性 を 上 昇 さ せ る こ と を 目 的 と し た。

　 2 。 方法
・　固 定 化 酵 素 は 多 孔 性 ボ リアグリロニトリ1レ繊 維 に 固 定 化 し た Bacillus 　megaterium 由

来 の Penicillin 　 G　 acylase で あ る。 電 気 透 桁 装 置 （旭 硝 子   、　 CS −0型 ） は 電 気 透 析 部 と、

反 応 液 槽、 透 過液 檀、 極 液 槽 か ら成 る 。 電 気 透 析部 は 10組 の アニわ 交換 膜 （AHV
、　 ASV、　 ASR

ま た は DSV セレミ才ン） と カチ勘 交 換 膜 （CMV セレミわ ）が 交 互 に 組 み 込 ま れ て い る 。 膜 部 両 端 に は膕

間 電 圧 1GV 一定 と な る よ う に 直 流 電 圧 を か け た。

　 3 ．結 果 　 　PcG 、PAA 及 び 6 略 PA を各 100mM 含 有 す る 混 合 液 を 用 い て 、 電 気 透 析 し た と こ ろ

PAAの み が 選 択 的 に 除去 さ れ た e し か し PcG 濃 犀の 増 加 に 伴 っ て PAA の 透 過 速度 が 低 下 し だ 。

「

？AA の 電 気 透 析 速 度 を 定 式 化 し、 以 前 に 求 め た 酵 素 反 応 式 1 ，

と 併 せ て、 こ の 酵 素 反 応 プ ロセス

に お け る 竃 気 透析 の 効．果 を シミュレ
ー
ションし た と こ ろ、 100mH の Pc6 溶 液 1Lを 98騨 云化 す る の に 嬰 す

る 時 聞 は、 電 気 透 析 を 併 用 し た場 合 168 鹹 n、 電 気 透 析 を 行 わ な い 場 合 215磁 n で あ っ た。 こ

の こ と を 実 際の 酵 素 反 応 系 で 確 か め る と 同 時 に 、 さ ら に 効 果 的 な 酵 素 辰 応 プ ロ セ ス の 設 計

を 検 討 し て い る。
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電気透析発酵 の 効率化 一バ イパ ス 徳環法の 提案

（東大 ・応 微研 ）O 張　書 廷，戸 田　清 ， （西東京科大）松岡 　浩

（旭化成 ）野 口康 二 ， 松井多嘉夫

鼠醢 二　電気透析培養法 に よ る 有機酸 な ど の 発酵生産 にお い て、電気透析速度は解 離イ オ ン濃

度 に大 きく依存し 、 また有機酸の イオン へ の解離は pHに依存す るので 、
　 pllが電気透折の効率を

左 右 す る 重嬰な因 子 とな る 。 しか し、酢酸 などの 発酵生産の 場合で は、酢酸の pKa が 4．8で あ る

の に対 して酢酸生産の最適pl｛は 3．8以下 で ある ため 、 発酵 の pHに調け る酢酸の 解離は 10X以下に

とど まる 。 したが っ て、こ の 培養液を直接電気透折す る と透析速度が か な り低 い e 本報で は 培

養側の pH を低 い値 に 、 透析側を高 い pll値に 維持する こ とがで きる バ イパ ス循環法を考案 し、 そ

の有効性に っ い て 、
モ デル 実験 を行 っ た 。

友拡 ；　
’
濾過 モ ジ a

一
ル に より菌体を取 り除 い た培養液 （濾過液 ）の

一蔀分 と電気透析モ ジュ

ール流出液 （透折液）の
一部分 とを混合す る こ とに よ り透折側の pHを商 くし、酢酸 を解離 させ

る 。 漉過液 と透析液の 混合比を調整す る こ と に より透析側の pllを コ ン トロ
ール し、両液の 残 り

部分はオ バ ー7 ロ ーに よりフ ァ
ーメ ン タに戻す 。 モ デル 実験 には酢酸溶液とNaOH溶液を使用 し

て電気透 析 を行な い 、培養液側の 酢酸濃度は 原酢酸液を ポン プで流加 して
一一・

　rcの値 に維持 した 。

鎧ax 　：

’
バ イパ ス 徳環 シ ス テム に より、 培養液側 と透析液側の PHを別 々 に維持 する こ とが可能

にな る こ とが確認 され た 。 こ の 方法は通常の 方法に比 べ る と三 っ の メ リ ッ トが ある 。 1）培 養液

側を生産 の 最適pHに維持し 、 透析液側の pllを高 くして 電気透析の 効率を上 げ る こ とが 可能で あ

る 。 2）濾過液の流量が低 くて も透析繰作が安定 に行なわれる 。 3）透析操作に用 い る濾過液が低

流蚤で すむ ため、培養液 中の 陰イオ ン （リン酸侮塗ご）の損失が抑 え ら、れる 。
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